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【動機】

私たちが普段耳にしている音は人間に様々な影
響を及ぼしているといわれているが、植物ではど
のような影響を受けているのか気になったから。
【目的】

今行われている促進栽培、抑制栽培に音を促進
（あるいは抑制）させる目的で活用できないか実験
して確かめること。

１．高周波数の音（4.000Hz）は植物（ここでは豆苗
とアブラナ）の成長を抑制していた

5.結果

実験２より
・音無しで成長させた豆苗に比べて20Hzの音を聞

かせて成長させた豆苗は成長した割合が低く抑制
されていた

実験には豆苗を使った

⑴豆苗を高さ7㎝のところで切る

⑵音ありと音無しの二つの
箱に分けて一週間育てる

⑶二日に一回２００ｇの
水やりをする                             
淵付きの皿に満タンになるように
水を入れた

２００ｇはメスシリンダーで測った

⑷成長した重さを測定して
比べる
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結果より低周波、２００Hzは植物の成長を抑制するという

ことがわかった。よってどんな周波でも植物の成長を抑制
していることから、一定の周波を与え続けると植物の成長
を抑制するのではないかと考えた。しかし抑制している原
因がスピーカーから出る熱である可能性もあるので、そこ
も考慮する。

今後の発展としては、栽培期間などの条件や測定
方法を変えるなど。当てる音に関しては前と同じ音
当てて結果の説得力を上げたり、クラシック音楽な
どの動きのある音を当てたりしてどうしたら植物の成
長を促進するのか調べていきたい。

４．実験１

実験２

音無し ２０HZ音あり

実験前 ２２７．８g ２５９．１g

一週間後 ２９８．８g ３１１．１g

増えた割合 １．３１倍 １．２０倍

実験２では音と照明を18時から5時の間1時間おきに当てた
(スピーカーが熱を発さないようにするため)

実験3

音無し a 音無しb

実験前 ２５９．１５ｇ ２７７．７ｇ

一週間後 ３４０．１ｇ ３５３．４ｇ

増えた割合 １．３１倍 １．２７倍

音無し ２００Hzのあり

実験前 ２２４．３ｇ ２７２．０ｇ

一週間後 ３３０．３ｇ ３４０．６ｇ

増えた分 １．４７倍 １．２５倍

実験1より

・実験場所の位置による成長の割合の差はほと
んどなくこれからする実験における変化は音に
よっておこるものだと分かった

実験3より
・２００Hzの音を聞かせて成長させた豆苗も音無し

の状況下で成長させた豆苗に比べて成長の割合が
低く抑制されていた
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